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	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


【全体を通して】

　　それぞれの施設の支援内容や展開を見せていただきました。

　　その説明の中で「障害者自立支援給付法」についての話題があがり、これからソフト面の充実が必要であることを話していました。今回の視察研修は社会福祉法人内の施設でありましたが、私たちも同じような危機感を持ち、その時になっても混乱しないようにこれから準備していかなければならないと感じました。

　　そのためにも

　　　・個人給付になるため利用者の確保

· 訓練等給付になるため、特色のある施設へ（就労、ケアマネジメント等）

　　など今年1年間の目標として取り組んでいきます。

　　研修に参加させていただき、ありがとうございました。

3月17日（木）　社会福祉法人いきいき牧場　通所授産施設「のびやか丸」

＜通所授産施設　のびやか丸の特色＞

　1.授産課目

　　自主事業

　　　授産課目は「花苗生産」「手芸品製作」「りんごジュース、チップ生産」など農作業が主。冬季は補装具（車いす）や中古自転車の修理、廃材を使った木工製品（別紙参照）

　　委託事業

　　　児童花壇、盛岡競馬場等への花苗の納品（盛岡市の協力）

　2.営業方法

　　　盛岡市と契約し、児童公園や競馬場への花苗の納品（チューリップ等18,000本）。市内での路上販売。口コミによる個人販売（ハーブ製品は大分県湯布院からも注文がある。）

　　　アフターケアの充実（プランターの回収など）

3.作業評価について

　　　障害者職業センター能力検定は時々行われるが、独自の評価方法は確立していない。

　4.通所メンバーの担当配置および利用期間

　　　仕事に関しては担当で仕事をするのではなく、当日の朝に仕事内容を説明し、希望する仕事を通所者が行う。利用期間は設けていないが、だいたい1～3年。

　5.メンバーの実働時間および賃金支払い方法

8時30分～16時の勤務時間。午前・午後の15分間、昼1時間の休憩。

　　　賃金は歩合ではなく1日一律700円。出席日数によるボーナス加算で給与に差をつける。

6.他機関との連携

　　退所者63人（就職14名、在宅13名、再入院20名、その他16名）

　　　就労先・・・清掃業、スーパーマーケット　　　　　障害者職業センターとの連携

7.その他

　　年30名の学生受け入れ（精神保健福祉実習、教員養成課程、高校生）

　　→　ボランティアとして作業、行事へ参加。

【通所授産施設のびやか丸　考察】

　　建物がロッジ風で非常に開放感を感じさせる作りであった。授産課目の殆どが農作業であるが、仕事が途切れることなく毎日ある現状には驚かされた。継続的な交渉により児童公園や競馬場への花苗の納品、地元農家と協力してりんごジュースやチップの生産など「仕事を確保する面」とそれを実際に行う「通所者の体調を考慮する面」の両立をバランスよく保ち、就労支援していく難しさを視察を通して感じた。

3月18日（金）　社会福祉法人みやま会　　生活訓練施設「みやま会」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   地域生活支援センター滝沢

＜生活訓練施設　みやま寮の特色＞

　1.概　要

　　　入所者（Ｈ17.3.18現在）　17名（男性14名、女性3名）

　　　定員20名（4人部屋　5室）

　　　利用料・・・施設利用料、管理費　　　　月額5,000円（日額170円）

　　　共益費・・・光熱水費、日用品など　　　月額9,300円（日額310円）

　　　行事費・・・行事、傷害保険　　　　　　月額2,400円

　　　食　費　　　　　　　　　　　　　　　　月額30,000円（日額1,000円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内訳　　朝食　200円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昼食　350円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕食　450円

　　　暖房費・・・10～3月に徴収　　　　　　月額1,800円（日額60円）

　　　合計　　　　　　　　　　4～9月　46,700円

　　　　　　　　　　　　　　 10～3月  48,500円

2.支援計画、評価の方法

　　　入所後に担当を決定。担当者が面接や日常の生活場面を通して支援計画を作成。職員会議の場でその支援計画について話し合いを行う。評価についても同様。決まった書式、ツールは使用していない。

　3.訓練内容、プログラム

　　　・当番　　　　　食事、清掃、食器洗い、ゴミ出し

　　　・炊事訓練　　　食事は栄養士と一緒に当番入所者が全員分3食を作る。

　　　　　　　　　　　　買出し　　　月・水・金曜日

　　　　　　　　　　　　献立作成　　栄養士、職員で作成

　　　・日中の活動　　農作業、内職、外勤

　　　　　　　　　　（プラスティック製品、自動車修理、長いも・ごぼう、豆の選定、肥料づめ等）

　　　　　　　　　　　収入は、毎月15日に支給

　　　・評価　　　　　決まった書式、ツールは使用しておらず、職員間での話し合いで決定。

　4.退所時支援

　　・退所後は単身生活を送る方が多い。ケアプラン・ケア会議は実施していないが、地域生活支援センターへ支援の主を移行するための話し合いは実施。また、日中の活動で学んだ技術を活かして就労する割合が高い（プラスティック工場や農家手伝い等）

　　・今後施設では地域生活支援センターの移動に伴い、今あるセンター建物をアパート様式とし、入所期間中に単身生活を送るための準備、体験学習の場として活用する予定だと云う。

【生活訓練施設みやま寮　考察】

　　支援内容の中で、炊事訓練として当番が全員分の食事を用意することに驚かされたが、確かに毎日調理することで調理技術は向上すると思われる。またそれに付随して商店利用、品物の良し悪しを観る眼、値段の高低の比較なども練習となる。日中の農作業や職場訓練など体力の向上や実践向けであり、短期間での技術向上が見込まれる。

　　しかし、社会生活を送る上での基礎的学習（特に疾病、服薬に関して）や評価、退所時の支援ネットワークを作るという点では不十分ではないかと感じた。　

＜地域生活支援センター滝沢の特色＞

　1.概　要

　　・盛岡市内　病院4つ、クリニック5つ

　　・登録者数　145名（個別担当制）　　延べ利用者数8,495名

	事　業　内　容


	1　 生活支援事業　　　　　　　　　　　　  延利用者数　281名

職場訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15名

自宅訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　266名

	
	2 生活相談事業　　　　　　　　　　　　　延相談件数 3,371件

電話相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3,041件

　　面接　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      253件

　　訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   77件

	
	3 地域交流活動推進事業             　　 実施回数　　　12回　

広報活動（機関紙発行）　　　　　　　　　　　　　　   6回

保健福祉普及事業　　　　　　　　　　　　　　　　　   1回

地域交流事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5回

	
	4 その他地域生活支援に関する事業　　　　実施回数　　 355回　延利用者数 4,843名

グループ活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 308回　　　　　　 4,389名

仲間づくり事業（レクリエーション等）　　　　　　　  11回　　　　　　　 265名

サークル活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  36回　　　　　　　 189名


　　・職員配置・・・施設長1、精神保健福祉士2、指導員2

　　・勤務内容・・・遅番（12：45～21：45）、早番（8：00～17：00）、当直（生活訓練施設非常勤）

　2.憩いの場「和（なごみ）」について

　　・盛岡市内の稲荷町　稲荷神社　稲荷町公民館隣の一軒家を借り、そこを憩いの場として利用。和の利用はセンターへの登録が必要。

　　・利用時間　　平日（金曜日を除く）　ＡＭ10：00～ＰＭ8：00

　　　　　　　　　金・土・日・祭日　　　ＡＭ10：00～ＰＭ4：00

・平日（金曜日を除く）は、職員がＰＭ2：00から在室

　　・食事は各自で用意と職員と一緒に作って食べる

　　・会費　　　　1ヶ月100円（コーヒー、お茶代として）

　　・利用状況　　　毎日10数名ほど平均で利用。

　3.地域交流活動事業

　　・年2回の清掃活動（稲荷神社近辺）

　　・24時間テレビ　チャリィティーへの参加

　　・消費者生活講座（稲荷町公民館）

　　・稲荷神社祭りへの参加

　　・精神保健福祉公開セミナーの開催

　　・機関紙発行（年6回）

　4.仲間づくり事業

　　・花見やキャンプ、忘年会の開催

　　・ソフトボール、バレーボール、ボーリング、卓球等のスポーツ活動も盛ん

　5.サークル活動

　　・女性サークル（手芸、パッチワーク等）

　　・英会話教室

　　・滝沢サークル

　　・スポーツサークル

　　・パソコンサークル

【地域生活支援センター滝沢　考察】

　　視察研修へ行く前の事前学習で「市内にサテライトを展開している」ことを知り、サテライトでの利用者支援とその周辺地域との関わりについて興味があった。実際に稲荷町公民館の隣の一軒家を借り、「和（なごみ）」として憩いの場を提供していた。見学に行った際も5,6人がそれぞれおもいおもいに自分の時間を使っていた。センター職員は午後から顔を見せ、相談やサークル活動・食事づくり等を一緒に行っていた。

　　公民館が隣であることから周辺住民との関わりは多く、一緒に清掃活動を行ったり、稲荷町神社の祭りへ参加したり等、住民とのトラブルはないと云う。

　　今春には「和」はなくなり、別の場所に単独型の地域生活支援センターが開設する予定であると云う。

　　「和」を通して、「憩いの場」というのは、空いた時間を自分なりに過ごす場所「バス停の待合所」の様な感覚が必要であると感じた。




























